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１．はじめに 

 文化遺産を数多く有する歴史都市においては、文

化遺産が市街地の中に点在していることが少なくな

い。現実には多くの文化遺産は周辺の都市空間と一

体になっており、むしろこのような形態が文化遺産

を核とした歴史都市の本質であると考えられる。 

 本研究では、文化遺産の分布状況を道路ネットワ

ークの視点から分析し、文化遺産防災の視点から必

要となる道路ネットワークや消防施設の整備につい

て検討することを目的としている。具体的には、京

都市内の国指定の重要文化財を対象に、文化遺産、

消防施設の配置状況および道路ネットワークに関す

る GIS データベースを構築し、これを用いて、道

路ネットワークの視点から、震災時を想定した文化

遺産ごとの防災性を表す評価指標の提案をおこなう。 

 

２．防災性評価指標の考え方 

 本研究では、京都市内に存在する 271件の国指定

の重要文化財を対象に、道路ネットワークの視点か

らみた防災性の評価指標を作成する。このためまず、

京都市内の文化遺産、消防施設の配置状況および道

路ネットワークに関する GIS データベースを構築

した。図-1 に、対象とする京都市内の重要文化財

と消防署の分布状況を示す。 

 これを用いて、以下の 10 種の指標について計測

をおこなった。 

1) X1：幅員 4m 以上の道路を利用した最寄り消防

署からの最短経路距離 

2) X2：幅員 8m 以上の道路を利用した最寄り消防

署からの最短経路距離 

3) X3：最寄り消防署（幅員 4m 以上の道路によ

る）からみた対応する文化遺産の数 
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図-1 京都市内の文化遺産の分布状況 

 

4) X4：文化遺産から幅員 4m 以上の道路までの最

短経路距離 

5) X5：文化遺産から幅員 8m 以上の道路までの最

短経路距離 

6) X6：文化遺産から幅員 12m 以上の道路までの

最短経路距離 

7) X7：幅員 4m 以上の道路を利用した最寄り消防

署からの最短経路距離の、直線距離に対する迂

回率 

8) X8：最寄り消防署から文化遺産までの通過エリ

ア（両者を結ぶ直線を対角線とする正方形の内

部）における道路面積率 

9) X9：幅員 4m 以上の道路から文化遺産までの通

過エリア（両者を結ぶ直線を対角線とする正方
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形の内部）における道路面積率 

10) X10：文化遺産が存在する行政区（人口集中地

区およびそれ以外）の人口密度 

 これらは、震災時においては幅員の小さい道路は

通行できない可能性が高いことを考慮して、一定幅

員以上の道路による消防署からのアクセス性につい

て考慮したものである。指標 1～3 は最寄り消防署

からのアクセスの可能性について、指標 4～6 は消

防車両が到達し得る一定幅員以上の道路から文化遺

産までのアクセスの可能性について示している。ま

た、指標 7～9 は最短経路以外の代替経路の存在の

可能性について示したものである。また、当然なが

ら震災時には文化遺産の消防活動のみに対処できる

わけではないので、指標 10 として文化遺産周辺の

人口密度を示している。 

 これらの指標値の計測例として、指標 7、指標 8

の値の分布状況をそれぞれ図-2、図-3 に示す。こ

れをみると、消防署からの迂回率の大きいもの、あ

るいは道路面積率の小さい区域に存在しているもの

があり、震災時には消防施設からのアクセス性に問

題のある文化遺産が存在していることがわかる。 

 

３．総合評価指標の提案と算定結果 

 これら 10 種の指標を組み合わせて総合指標とす

ることにより、道路ネットワークの視点から文化遺

産の防災性評価をおこなうことができると考えられ

る。ここでは、以下の 3種の総合指標を作成した。

なお、前章での指標 1～10 についてはいずれも 0.1

～1.0 の 10段階評価とし、安全側が 1.0 となるよう

に基準化して用いることとした。 
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 各々の特徴としては、総合指標 1ではすべての指

標が代替関係であるとし、総合指標 2ではすべての

指標が補完関係であるとしている。また総合指標 3

は、指標 1と 8に代替関係、指標 4と 9に代替関係

があると考えたものである。これは、指標 1と 8は

いずれも消防署から文化遺産までのアクセス性、指

標 4と 9はいずれも広幅員道路から文化遺産までの 
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図-2 迂回率（指標 7）の分布 
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図-3 道路面積率（指標 8）の分布 

 

アクセス性について示したものであることによる。 

 京都市内の文化遺産についてこれらの評価指標を

適用したところ、右京区、左京区および西京区に存

在する文化遺産について、相対的に評価指標の低い

ものが存在することがわかった。右京区、左京区に

おいては山間部に存在する文化遺産が多く、消防署

からの距離が大きい上、周辺に幅員の小さい道路し

かないものや、代替経路の少ないものが存在してい

る。また西京区においても消防署からの距離が大き

い文化遺産が存在していることがわかった。 

 

４．まとめ 

 上記の分析により、歴史都市である京都市内の市

街地に存在する文化遺産について、地域により防災

性の低い文化遺産が存在していることがわかった。

すなわち、文化遺産防災において重視すべき地域が

存在しており、消防施設からのアクセス性を向上さ

せるため、適切な道路ネットワークの整備や、消防

施設の整備が必要となると考えられる。また、個別

の文化遺産に対する防災対策においても、これらの

状況を踏まえた対策が必要となるものと考えられる。 
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